
～室蘭開発建設部の営業カバンの中味～

道路管理用施設の見学のほか、道路維持用

 

機械の見学や試乗ができます。

●「出前」の地域・時間帯は？？
原則として範囲は「胆振」「日高」管内で、
平日９：００～１７：００の間です。

●室蘭開発建設部からの講師の派遣
公共性・公益性のある団体・機関が対象。たとえば、市民団体、学校法人、

 

地方公共団体、公益法人が主催する講演会で営利を目的としないものです。

室蘭開発建設部では、北海道開発事業について、もっと皆さんに知っていただく
とともに意見やナマの声を聴かせていただく場として「出前講座」を行っています。「出前講座」では、

 

当部職員が各事業を分かりやすく説明したり、見学や体験を通じて事業を知っていただいています。

平成２２年度に実施できる講座の一例です。

詳しくは室蘭開建HPをご覧ください。→http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/cat14.html

●ポートウォッチング
（室蘭港・苫小牧港・浦河港・追直漁港）

●河川の水質調査（水生生物調査）

港湾業務艇に乗り、海上から港や船を見学し

 

ていただき、その役割について紹介します。

北海道開発局はインフラ整備以外にも皆さんに身近な仕事を行っています。

●施設見学（維持除雪機械など）

今号のテーマ

管内の港湾（室蘭港・苫小牧

 

港・白老港・浦河港・えりも

 

港）の役割を紹介します。

沙流川・鵡川の

 

水生生物を調査

 

することにより、

 

川の水質につい

 

て学習していた

 

だきます。

港湾業務艇

小・中・高生に合わせた講座もできます。是非ご利用ください。

高規格道路（日高自動車道）が

 

完成するまでを、わかりやすく

 

説明します。

●高規格道路について

●港湾の役割について

２０１０．８．２５

「出前講座」で開発事業をご紹介します

見 学 体 験

講 座
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二風谷ダムの施設や管理

 

の様子が見学ができます。

●施設見学（二風谷ダム）



河川・道路管理用光ファイバを民間事業者等に開放しています

室蘭開発建設部は、河川や国道の施設管理を目的とした光ファイバを整備しています。これらの光

 

ファイバのうち、河川・道路管理に支障のない範囲で民間事業者等に開放しています。

排水施設の点検整備・修繕

雨が降って川の水位が上がったときに門を閉め、

 

川から排水路への逆流を防ぎます。

流木の撤去

堤防の状態を目で

 

見て早期に危険な

 

箇所を発見するこ

 

とで洪水時に備え

 

ます。

効 果

堤防の除草

川の流れの妨げと

 

ならないよう、洪

 

水等によって発生

 

した流木を除去し

 

ています。

ダム放流

ゲートの修繕

塗装等の整備を行

 

いダム放流ゲート

 

の性能を維持して

 

います。

河川の施設を維持する仕事を紹介します
室蘭開発建設部では、沙流川や鵡川における洪水被害を

 

軽減し、安全で安心して暮らせる地域づくりを目指した

 

仕事もしています。今回は、そうした仕事の一端を紹介

 

します。

具体的

 

には？
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→http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/

当部で行っている「事業理解者倍増計画」の一つとして発行している「むろけ

 

んＲＵＮ」の今回のテーマは「開発局ではこんな仕事もしています」です。土木

 

事業などのハード面だけではなく、人と人との繋がりを重視したソフト面での事

 

業も行っていることを知っていただければ幸いです。

～ 編 集 に あ た っ て ～

効 果

効 果

効 果

平時における川の流れの確保や、大雨

 

等で川の水位上昇時にも洪水被害を最

 

小限にするため《ダム》や《堤防》な

 

どを整備しています。また、それぞれ

 

の機能が発揮できるよう日々整備や点

 

検、訓練などを行っています。

●利用できる対象は？
地方公共団体、電気通信事業者、
ケーブルテレビ事業者です。

～ 沙流川編 ～

流木の除去作業

樋門の点検整備
ひもん

施設の修繕

ゲートの塗装作業

◆河川・道路管理用光ファイバとは？

河川、道路に敷設されている

 

施設管理に必要な、河川・道

 

路のリアルタイム画像や各種

 

観測データ等の情報通信を

 

行う施設です。

光ファイバケーブルの芯線数

 

は、敷設箇所によって異なり

 

ますが、一般的には100芯程

 

度あります。そのうち利用可

 

能なのは、箇所によって異な

 

りますが、約1～3割程度です。

●利用申込はどうするの？
平成22年度第1回受付は終了し
ています。第2回は平成22年11
月からを予定しています。また、
利用に当たっては、条件等があ
ります。

http://www.hkd.mlit.go.jp/topics/light/hikari.html※利用可能な芯線が無い箇所もあります。

現在、自治体の行政内通信網の構

 

築用、携帯電話会社の携帯電話不

 

感地帯解消のための通信施設用な

 

ど幅広い用途に活用されています。

詳しくは開発局HPをご覧ください

除草作業

http://www.hkd.mlit.go.jp/topics/light/hikari.html

